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私のキャリアを 
「語り合う会」
1 人ひとりのキャリアがかけがえの
ないものであることを，互いに見い
だし確認していくためのピア・グ
ループ
日 時：6月 9日，7月 14日，9月 8
日，10月 13日，11月 10日，12月
8日（いずれも第 2土曜日）18：30～
21：00
会場：東京駅近郊の会議室（決定次
第参加者に連絡）
対象：以下のすべての条件を満た
す，キャリア中期ジェネラリストの
看護師。① 30～ 49歳かつ看護師経
験 6年以上の現役の臨床看護師（准
看護師・保健師勤務を除く），②女
性の正規職員（短時間正職員や育
児・介護休業中を含む），③専門看
護師・認定看護師の資格をもたず，
明確にそれをめざしていない，④管
理職以外（主任であっても管理職の
扱いでなく昇進にこだわらない場合
は条件内）
定員：10名（継続的な開催の予定，
1度きりの参加も可）
参加費：無料（弁当付）
申込方法：下記 E-mailアドレスに，

①参加者氏名，②所属，③連絡先・
電話番号を記入のうえ，タイトルに
氏名を入れて送信。
申込締切：開催日前週の木曜日まで
※人数が集まらない場合はキャンセ
ル，日程変更の可能性あり
申込・問い合わせ先：太田祐子（関
西医科大学）・山口みのり（静岡県立
大学）
E-mail：nsns.career@gmail.com
TEL. 072-804-0141
※本事業は，「キャリア中期ジェネ
ラリスト看護師の，物語としての
キャリア創出に関する研究」（科学研
究費補助金基盤研究 C 研究代表
者：太田祐子）の一環である。

日本フォレンジック看護
学会　第 5回学術集会
テーマ：現代社会におけるフォレン
ジック看護の役割─犯罪被害と加
害への対応から
日時：9月 1日（土）～ 2日（日）
会場：新潟日報メディアシップ（新
潟市中央区）
内容：大会長講演「受刑者の看護か
らみた被害・加害・社会」舩山健二
（前・新潟刑務所法務技官看護師）／

基調講演「フォレンジック看護を創
造する」佐藤紀子（東京慈恵会医科大
学看護学科特任教授）／特別講演
「フォレンジック看護への期待─
加害者臨床の立場から」信田さよ子
（原宿カウンセリングセンター所長）
／教育講演「高齢犯罪者の権利保障
と社会復帰」安田恵美（國學院大學法
学部准教授）／ほか
参加費：（事前登録）会員 8000円，
非会員 9000円，学生 4000円。（当
日受付）会員 1万円，非会員 1万
1000円，学生 5000円，懇親会費
6000円
※学部学生・看護学生は学生証を提
示
事前参加申込：8月 10日（金）まで
申込方法：事前登録は下記ホーム
ページからオンライン登録
※詳細は下記ホームページを参照
【演題募集】（示説発表）
募集期間：5月 31日（木）まで
問い合わせ先：茨城県立医療大学保
健医療学部看護学科内　学会事務局
〒 300-0394　茨城県稲敷郡阿見町阿
見 4669-2
TEL. 029-840-2181
E-mail：info@jafn.jp
http://jafn.jp/
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